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光市立光総合病院の職員は、 

     患者様の権利を尊重いたします。 

私たちは、良質で安全で心温まる医療を提供し、地域の皆様に信頼される病院づくりに努めます。 

１．患者様中心の満足度の高い医療 

２．医療水準の向上 

３．地域医療の確保と地域医療連携の充実 

４．救急医療の充実 

５．安定した経営基盤の確立 

基 本 方 針 

１．患者様の人権を守り権利を尊重します 

２．知る権利を保障します 

３．診療の選択を保障します 

４．診療に患者様の参加を期待しております 

５．患者様のプライバシーを守ります 

 明けましておめでとうございます。 

 皆様におかれましても本年をお健やかにお迎えのことと存じます。また、昨

年中当院に賜りました数々のご厚情とご支援に対しまして、職員一同心より御

礼申し上げます。 

病院だより 

光市立光総合病院 

院長 桑田 憲幸 

謹んで新年のご挨拶を申し上げます 

 昨年は9月に2階病棟を地域包括ケア病棟といたしました。地域包括ケア病

棟は平成26年度より新設された病棟で、急性期を過ぎて自宅に帰るまでの身

体回復を主な目的とした病棟です。地域医療の核となるべき当院のような急性 

期病院では、急性期治療直後ではとても自宅に帰る自信がなく、自宅で発病前の生活ができるよ

うになるための身体回復を行う期間を過ごしていただく病棟が今後必要になると考えて導入いた

しました。また昨年は光市議会で光総合病院移転新築整備計画を議決していただき、来年度より

基本設計の作成、その後、順次計画を進めていき平成31年には竣工の見込みでございます。  

 長野県北部地震や御嶽山噴火、また豪雨による広島土砂災害などの大規模自然災害が昨年は多

発いたしました。今年も同じような災害が数多く発生してくるのではないかと危惧しておりま

す。大規模災害に備える病院のシステム作り、また災害発生時における救助派遣など今までも取

り組んでまいりましたが、昨年実施しました大規模災害時における当院での避難訓練の反省をも

とに、より機能的なシステムに改善を進めていき、また当院の全職員が緊急時に即座に対応でき

るようにするための大規模な訓練を定期的に行っていきたいと考えております。また昨年救助派

遣としてDMATチームの編成を済ませました。今年より順次その機材の充実を図ってまいりま

す。当院が“大規模災害発生時の一拠点として有効に機能する病院”として認められる病院にし

ていきたいと思っております。 

 今年も変わらず当病院の理念である「良質」、「安全」、「心温まる」医療を提供していける

病院作りを目指して医療の質の向上や医療連携を推進し努力してまいります。 

 年頭にあたり、皆様のご健勝とご発展を祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせて頂きます。  
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防災訓練を実施しました  

 １０月２３日（木）に、大規模災害を想定した防災訓練を実施しました。 

平日の日中に地震発生に伴う津波が来ることを想定し、初動対応訓練、災害対策本部の設

置、避難誘導訓練を行いました。 

 実際に災害対策本部を設置し、本部で情報収集・現場への指示などを行い、２階の模擬入

院患者を３階より上に避難させる事ができました。今後もこのような訓練を実施し、災害が

発生した時に、迅速な行動が出来るようにしていきたいと思っております。 

 また、防災訓練当日は、職員が院内を走ったり、大声を出したり等、患者さんにはご迷惑

をおかけしました。ご協力ありがとうございました。 

災害対策本部

の様子 
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インフルエンザについて  

 

インフルエンザは例年１２月～３月に流行します。インフルエンザの主な感染経路は咳やく

しゃみの際に口から発生される小さな水滴（飛沫）による飛沫感染です。咳エチケットを心が

け、帰宅後は手洗い・うがいをしっかり行い、十分な休息とバランスのとれた栄養摂取が大切で

す。また、空気が乾燥すると気道粘膜の防御機能が低下します。加湿などを行い、適度な湿度の

保持も重要です。 

調子が悪いと感じたら、医療機関を受診しましょう。受診時はマスクをし、受付で高い熱が出

ていることを申し出てください。発熱して間がないときはインフルエンザであっても検査が陽性

とならないこともあり、発熱後１２時間以上経過してからの検査が有効と言われています。 

一般的に、インフルエンザ発症後３～７日間は鼻や

のどからウイルスを排出するといわれているので、外

出を控える必要があります。体調を整え、冬を乗り切

りましょう。 

※咳エチケットとは・・・咳・くしゃみの際は

ティッシュなどで口と鼻を押さえ、他の人から顔をそ

むけ１ｍ以上離れる。鼻水・痰などを含んだティッ

シュはすぐにゴミ箱に捨てる。咳をしているときはマ

スクを着用する。 

（厚生労働省ホームページ参照）  
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 編集後記 

 明けましておめでとうございます。 

 この冬は本格的な寒さが訪れるのが例年より早く、冬

支度が整う前に豪雪に見舞われた地域もありました。 

 しかし、寒さの本番はこれからです。風邪が流行する

季節になってきましたので、手洗い・うがいをしっかり

して、 風邪に負けないよう、がんばって冬を乗り切っ

ていきましょう。  

光市立光総合病院 

〒７４３－００２２  

 山口県光市虹ヶ浜二丁目10－1  

ＴＥＬ ０８３３－７２－１０００（代）   

ＦＡＸ ０８３３－７２－６０１８（代）  

         ７１－２８２８ 

          （医事係専用）     

光市立光総合病院ホームページ 

http://hikari-hosp.jp/    

初診の受付は8:15から開始いたします。 

再来機の受付時間は午前7:30～１１:30、診察開始は特に表示のある科を除き８:３０からとなっております。 

診療科 月 火 水 木 金 

内科 

消化器 岩本 谷川 岩本 谷川 谷川 

内分泌 松田 松田 松田   松田 

循環器 
福田 

中村・福田 中村 
吉村（山大） 

中村 

交替制 福田 福田 

禁煙外来の受付は火曜日・木曜日、10:30まで 

外科 
一診 折田 藤井 折田 藤井 折田 

二診 藤井 春木 春木 春木 春木 

小児科   中村（徳中）   伊藤（徳中）   

整形外科 
一診 桑田 交替制（初診） 岡﨑 桑田 山本 

二診 山本   加藤 加藤 岡﨑 

眼科 生田 生田 生田 生田 生田 

泌尿器科 北原 井本 交替制 北原 井本 

麻酔科 竹中     竹中   

婦人科 
  李（山大）   末岡（山大）   

診察開始９：００ 

神経科     松尾（山大）     

皮膚科 
午前 大竹         

午後       山大医師   

セカンドオピニオン外来   守田 
完全予約制/毎月１・３週の火曜日               

対象者はがん治療患者様およびご家族の方 

以下の診療科は午後のみの診察で、再来機の受付時間は12:30～15:30、13:00診察開始となります。 

脳神経外科 

      奥（山大）   

予約制/毎月２・４週の木曜日 井本（山大）   

耳鼻咽喉科 
藤井（山大）   堀（山大）     

診察開始１４:００ 


